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＜連絡事項＞

・インフルエンザ予防接種について、お知らせです。

＜実施予定日＞
　　　　　11/13（月）・14（火）・15（水）9：30～

＜対象者＞

　　　　　①法人全職員

　　　　　②入院患者様で接種を希望される方

　　　　　（高齢者・体力が低下している患者様へは特に推奨する）

　　　　　　※以前、副反応症状を呈した方や卵アレルギーの方もおられる為、接種は任意とする。

費用についてですが、現在のところ65歳以下で八戸市以外に在住の方（￥3150）と生保・非課税世帯の方（￥0）の自己負担額は決定していますが、それ以外の方々の自己負担額はまだはっきりしていません。当院は昨年度から予防接種委託機関となり65歳以上で八戸市在住の方は自己負担￥1000で接種出来ることになりましたが、今年度分の委託機関関連のことについては、まだ八戸市から何も通達がない為、現時点ではどのような動きになるのか分かっていません。今後、八戸市より通達が届き、助成金対象患者様の名簿を八戸市健康増進課に確認して頂いてから助成金制度の利用（自己負担金額の決定）となります。

　　　　　よって、家族連絡する際には、患者様ご本人の希望（接種の有無）と接種予定日（11/13～15），予診表記入の依頼（ご本人が記入出来ない場合）とおおよその費用しかお伝えする事が出来ないと思われます。実際の金額が決定しましたら、再度家族連の必要があります。

· 中間サマリーは10月8日までに作成し、GOMに提出してください。

· 歯科診察が来週金曜日から10月5日（木）に変更になっています。

＜患者様連絡事項＞

· 大坪　夏雄様～本日、面会あり。西A入院中の方ですが、お母様がバスの都合と高齢　　　の為、歩くのが大変だという相談があり、正面玄関から面会にこられる様にと伝えています。医事室には連絡しています。

· 庭田　友智様～10月2日、日赤病院受診となっていますが、外出時間の確認で連絡してもつながらない為、本日準夜帯で再度連絡をお願いする事になっています。外出擦る際は、前回受診時の検査結果、診断名、定期的な受診が必要か、必要であれば当院で治療できないか、等聞いていただく様に説明が必要です。

· 大平　美彦様～以前よりパソコンを使いたいと話していましたが、最近は病状も安定して来たことにより、「私物使用に当たっての誓約書」を書いて頂き許可が出ています。その際、高価なもので破損・紛失や自己管理について、当院では責任がもてない事を本人・奥様含め説明し了解を得ています。

· 木村　義重様～シンラック液（下剤）が処方になっています。本日は排便がありましたが、ひき続き排便状態・腹部膨満がないか確認していきましょう。

· 木村　忠志様～総合感冒薬が処方になっていましたが、風邪症状もなくなった為、飲みきり中止となっています。

· 島川　貴仁様～毎日、面会が有り（お母様・奥様・４歳と５歳のお子様）、時間的に3,4時と長めで本人も周囲の患者様に迷惑を掛けていないかと気分が休まらないでいます。（他患者様からの苦情もあり）　そのため、面会にこられた事を労いつつも、本人が病状的に休養が必要なこと、また病棟の特徴を伝え、面会場所をテレビルームにして頂く事と、少し時間を短くして頂く事の話し合いをもち了解を得ています。

· 長谷川　陽一様～寝すぎて頭痛があったとヨウフェナック（解熱鎮痛消炎剤）が処方になっていましたが消失したため、飲みきり中止となっています。本人には、規則正しい生活を送ること、薬に頼らない事を伝えています。

· 三村　れい子様～明日から5日（木）自宅に外泊予定です。病状は安定しており外泊訓練となりますが、前回の外泊時に夫と今後の事について話し合ってこなかったといわれています。明日の外泊ではその事の話し合いを課題にしています。また、帰院時に主治医との面談について、（今の病状・今後について）夫に促す予定としているので、明日外泊に行かれる際は声掛けをお願いします。月曜日のリーダーは主治医に報告をお願いします。

症状





意欲低下・憂鬱気分





治療








中止していたノーマルン処方。





看護展開








♯不安・イライラ・自分の思っていることを言語化できる。








患者の反応





「なんか憂鬱、何もする気がないの。」と自分の気持ちを話すこと出来る。





評価





気分の落ち込み･イライラ・拒絶等徐々に改善している。外出許可となる。











